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長 井系 ハ ナ ショ ウ ブ は ， 山 形 県長 井 市 あや め 公 園に て 保 存さ れ る 品種 群 であ

る． こ れ は， 昭 和 3 7 年 に開 催 さ れた 日 本花 菖 蒲 協会 鑑 賞 会お い て 30 数 品種 が

選抜 ，命名 さ れ て 以 来，現在 58 品 種 が 保存 さ れ てい る ．長 井系 は ，江 戸 系，伊

勢系 ， 肥 後系 と と もに ハ ナ ショ ウ ブ を代 表 す る品 種 群 とし て 知 られ る が ，遺 伝

や生 理 学 的な 特 性 に関 す る 知見 は ほ とん ど な い．  

特 に ， ハ ナ シ ョ ウ ブ の 花 色 に は ア ン ト シ ア ニ ン が 関 与 す る こ と が 知 ら れ ，

Petu ni din  3R Ga c5G（ Pe ta nin） と Mal vidi n 3RG ac5 G（ En sati n）を 主 要 とす る

もの が ， 最も 基 本 的な ア ン トシ ア ニ ン組 成 型 とさ れ て いる ． 現 在 ， ハ ナ ショ ウ

ブの 主 要 アン ト シ アニ ン の 組成 は 約 3 0 パ ター ン が 認め ら れて い る が，長 井系 品

種に 関 す る知 見 は 極め て 少 ない ．  

そ こで ， 本 研究 で は ，長 井 系 品種 の 有 用特 性 ， 主と し て 花の 形 態 と 花 色 素の

分 析 に 加 え ， 長 井 系 ハ ナ シ ョ ウ ブ の 自 然 交 配 に よ る 実 生 第 一 代 植 物 （ Op 1）， 実

生第 一 代 植物 の 自 殖次 代 植 物（ S 1Op 1）お よ び 自殖 二 代 植 物（ S 2Op 1）に お け る有

用形 質 の 遺伝 学 的 解析 を 試 み ， 長 井 系ハ ナ シ ョウ ブ の 育種 素 材 とし て の 有用 性

を考 察 し た．  

はじ め に，長 井 系ハ ナシ ョ ウ ブ の 体 細 胞染 色 体 数は ，すべ てが 2n= 24 で あ り ，

ノハ ナ シ ョウ ブ や 他の 品 種 群と 同 様 ，染 色 体 レベ ル で の変 異 は 認め ら れ なか っ

た． 一 方 ，形 態 的 特性 は ， 大部 分 が 三英 花 で ある が ， 蓮華 咲 き （‘ 三 淵の 波’），

爪咲 き （‘ 長 井 鷹の 爪’） のよ う な 非常 に珍 し い 花型 が 存 在し ， 新 たな 花 型 の品

種作 出 に 有用 で あ ると 考 え ら れ た ．  

花 被片 に 含 まれ る ア ント シ ア ニン の 分 析で は ， ６種 類 （ A 1～ A6） の主 要 アン



トシ ア ニ ンと 1 種 類（ A7） の微 量 ア ント シ ア ニン が 同 定で き た ． こ の う ち， A1

～ A4 に つい て は 完 全同 定 が でき た ． すな わ ち ， A1 お よ び A2 は Pet an in， A 3 と

A4 は E nsa tin の そ れぞ れ Z -体 ，E-体 とい う 構 造異 性 体 であ り ，ハ ナ ショ ウ ブに

おけ る P et anin と E nsat in の 異性 体 の 同定 に 加 え， A1， A 3 お よび A4 の 完 全 な

構造 決 定 は本 研 究 が 最 初 で ある 。  

ア ント シ ア ニン 組 成 によ る 類 別で は ， 長井 系 品 種と ノ ハ ナシ ョ ウ ブは ， パタ

ーン １： Pe tan in（ A 1， A2）と E nsa ti n（ A3， A 4）主 要型 ，パタ ー ン ２： E nsa ti n

（ A3， A4）型 ， パ ター ン ３ ： Pe tu nid in 3 RG 5G（ A5） と Malv id in 3RG 5G（ A 6）

主要 型 ， さら に ， パタ ー ン ４ ： ア ン トシ ア ニ ンを 含 ま ない 型 の ４パ タ ー ンに 分

けら れ ，長 井 系 品種 は Pe tun idin 配 糖 体と Mal vid in 配糖 体を 中 心 とす る 花 色素

組 成 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た ． ま た ， 29 品 種 か ら 微 量 色 素 と し て

Delp hi nid in 型の V iola ni n（ A7） が検 出さ れ ， この 色 素 は他 の 品 種群 で は 一部

でし か 発 見さ れ て おら ず ， ハナ シ ョ ウブ の 青 色花 品 種 の育 成 に 有用 な 素 材と な

る可 能 性 が 示 唆 さ れた ．  

次 に， 長 井 系３ 品 種 （‘ 爪紅 ’，‘ 三淵 の 流’，‘ 薄 紅’） の 自 然交 配 か ら得 た 実

生第 一 代 植物（ Op 1）にお け る 形態 学 的 およ び 生 理学 的 調 査を 行 っ た ．その 結 果，

‘爪 紅 ’ と‘ 薄 紅 ’ の O p 1 植物 は ， 親と 異 な る花 色 や ノハ ナ シ ョウ ブ に 似た 形

態な ど ８ つの グ ル ープ に ， そし て ‘ 三淵 の 流 ’か ら 得 たも の は ３グ ル ー プに そ

れぞ れ 類 別で き た ． さ ら に ‘爪 紅 ’ から 得 た Op 1 植 物の 自殖 次 代 植物 （ S 1 Op 1）

で は ， Op 1 植 物 で 見 ら れ な か っ た 花 模 様 （ 絣 ， 砂 子 ） を 呈 す る 個 体 や ， 矮 性 個

体が 出 現 した ．さ らに ，矮 性 個体 の 自殖 二 代 植物（ S 2Op 1）の 中 か ら は ，斑 入り

の突 然 変 異個 体 が 出現 し た ．  

また ， 花 色素 に 関 して は ， O p 1 植 物で は Pet ani n（ A1， A 2） と Ens at in（ A3，

A4） を 主 要と す る パタ ー ン １の 親 （‘ 爪紅 ’，‘ 薄紅 ’） か ら， 長 井 系品 種 で 見ら

れた パ タ ーン ２ を 除く ３ つ の組 成 型 に加 え ， 新し い 色 素組 成 （ パタ ー ン ５： A1

～ A4 を 除く 複 数 の アン ト シ アニ ン で 構成 さ れ る も の ）が 認め ら れ た．こ のパ タ

ーン ５ は ， Pe ta ni n と E nsa ti n の発 現 に関 す る 遺伝 子 の 働き が 抑 制さ れ て いる

こと に よ ると 考 え られ た ． また S 1 Op 1 植 物 で は， さ ら に 色素 組 成 に変 異 が 見ら

れ， S 1Op 1 植 物で 初 めて 出 現 した ３ つ の組 成 型 （パ タ ー ン６ ： Pet ani n 主 要型 ，

パタ ー ン ７： Vi ola nin と Pet ani n 主 要 型， パ タ ーン ８ ： V iola ni n， Pet an in お

よ び En sat in 主 要 型） と 合 わせ て ８ つ に 類 別 でき た ． 中で も ， 親 と Op 1 植 物に

おい て 微 量色 素 で あっ た V iol an in（ A 7）を ，主 要 アン ト シア ニ ン の一 つ と する

パタ ー ン ７ ， お よ びパ タ ー ン８ の 色 素組 成 と なる S 1 Op 1 植 物 が 出現 し た こ とか

ら， 微 量 色素 を 蓄 積し な が ら， 新 た な色 素 組 成 を 有 す る品 種 の 育成 が 可 能で あ

るこ と が 推察 さ れ た ．   

以 上の よ う に， 長 井 系ハ ナ シ ョウ ブ は ，形 態 的 には 原 種 に近 い 品 種群 で ある

もの の ， 花型 や 色 素特 性 に おい て 他 の品 種 群 では 見 ら れな い 有 用な 素 材 であ る

こと が 明 らか に な った ． さ らに ， ハ ナシ ョ ウ ブで は ， 矮性 お よ び斑 入 り 形質 を

有す る 既 存品 種 は 希少 で あ る こ と か ら， 新 た な矮 性 品 種， 斑 入 り品 種 の 作出 の

ため の 遺 伝資 源 と なり う る もの と 期 待で き る ．  


